
【1】データサイエ
ンス教育研究を
通じた社会実装
の推進とイノベー
ション・競争力強
化への貢献

（1）データサイエンスの
先端研究、人材育成及
び企業等との連携等を
通じた社会実装の推進
とイノベーションへの貢
献

（2）Society5.0時代にお
ける滋賀県を中心とし
た近畿・中部圏の地域
社会の課題解決及び
社会貢献

（3）本学の知的資源を
活用した地域イノベー
ション起点の形成

（5）創造力、課題発見・
解決力、未来社会の構
想・設計力、論理的思
考と規範的判断力を有
する人材の養成機能の
強化

（6）専門×AI・データサ
イエンスの応用力を育
成するプログラムの整
備

（8）経済学部における
レイトスペシャライゼー
ション型教育課程改革
の実現

（9）オンライン・リモート
を活用したハイブリット
型教育の展開、及び学
内外の教育資源を組み
合わせた複合的な学び
の実現

（10）産業界・アカデミア
をリードする高度なデー
タサイエンス人材の養
成

（11）統計エキスパート
人材の養成

（12）ダイバーシティ教
育における高い実践力
を持った教員の養成

（13）SDGs、STEAM教
育など新時代に対応す
る教育力の育成

（14）学部から博士課程
（連合大学院）に至る一
貫した高度な教育人材
養成機能の強化

（15）社会人教育プログ
ラムの構築及び多様化

（16）統計エキスパート
人材の養成

（17）大学院レベルにお
ける社会人向け高度専
門人材へのキャリアップ
機能の強化

教
育

【5】産業界等の
社会の多様な方
面で求められ活
躍できる人材の
養成（修士課程、
博士課程）

【6】学校教員など
特定の職業分野
を先導し、中核と
なって活躍できる
人材の養成

【7】産業界や地
域社会等の変化
に応じた社会人
のキャリアアップ
支援

【4】専攻分野の
探求と他分野の
知見による幅広
い教養を身に付
けた人材の養成
（学士課程）

第４期中期目標・中期計画達成のためのロードマップ（詳細版）

（7）PBL科目等の実践
型教育プログラムの全
学的充実、及びアントレ
プレナーシップ教育環
境の整備

年度
中期目標・中期計画

2022
（R4）

2023
（R5）

2024
（R6）

2027
（R9）

社
会
と
の
共
創

【2】人材養成機
能や研究成果を
活用し、地域の
課題解決に向け
て地方自治体や
地域の産業界を
リード

【3】社会からの人
的・財政的投資
を呼び込み、教
育研究を高度化
する好循環シス
テムを構築

（4）ビジネス・社会分
野、教育分野における
自治体や企業等との協
力関係を通じた教育研
究力の高度化

2025
（R7）

2026
（R8）

・共同研究の重点分野
の選定
・複数の業界向けリカレ
ントプログラムの構築
・DS教材の開発と発信

・重点分野の共同研究を推進
・複数の業界向けリカレントプログラムを推進
・DS教材の開発と発信を推進

・地域との連携による
共同研究、人材養成プ
ログラム、事業等の整
備、重点分野の選定

・地域との共同研究、受託研究、受託事業等の推進
・地域を対象とした人材養成プログラムの推進
・地域との連携事業等の推進

【2025年度（4年目終了時）の主な達成水準】
・企業等との共同研究、受託研究、受託事業など
の連携件数…年間135件以上
・データサイエンスリカレント教育プログラムの受
講者数…年間260名以上
・企業等からの外部資金獲得額…年間230百万
円以上

【2025年度（4年目終了時）の主な達成水準】
下記指標について第３期最終年度比110％以上
・地域との共同プロジェクト数
・地域の自治体や企業等を対象とした人材養成
プログラムの参加者数
・地域の事業や計画等に参加する学生数

・自治体・企業等の連携参画による教育プログラム（企業等の提供講義、
学生インターンシップ等含む）の拡充

・ESG・ESD分野での共
同研究等の増加方策
検討

・ESG・ESD分野での共同研究等の受入件数の
増加に向けた方策を実施

・ESG・ESD分野での共
同研究等の増加方策
の見直し

・「近江テック・アカデミー」事業への役員、構成員としての参画
・同事業への学生の参画の促進（毎年延べ4名以上の学生参加）

【2025年度（4年目終了時）の主な達成水準】
・「近江テック・アカデミー」事業への役員・構成員
としての参画、毎年4名以上の学生参加

【2025年度（4年目終了時）の主な達成水準】
・自治体・企業等との連携・参画を得て実施する
教育プログラムの数…第３期最終年度比110％以
上
・環境・健康・教育などESG・ESD分野での共同研
究等の件数…年間10件以上

・「滋賀大学数理・デー
タサイエンス・AI教育プ
ログラム」の必修化
・全学共通教養科目を
リベラルアーツ教育に
改革のうえ実施

・「滋賀大学数理・データサイエンス・AI教育プログラム」及びリベラルアー
ツ教育の実施及び自己点検評価

・外部評価の受審

・第4期の取組検証及
び第5期に向けた方向
性策定

・授業評価アンケート
等の分析による課題へ
の対応

・授業評価アンケート
の実施

【2025年度（4年目終了時）の主な達成水準】
・「滋賀大学数理・データサイエンス・AI教育プロ
グラム」の履修率100%達成

・学部間連携による専門×AI・データサイエンス教育プログラムの推進

・学生のAI・データサイ
エンス応用力の修得に
対する肯定的評価を
獲得

【2025年度（4年目終了時）の主な達成水準】
・専門×AI・データサイエンス教育プログラムの履
修者数…90名以上（期間終了時120名以上）

【2025年度（4年目終了時）の主な達成水準】
・PBL科目数…第３期最終年度比120％以上
・アントレプレナーシップ教育体制の確立

・PBL科目の増加に向
けた計画立案

・PBL科目の推進、拡充

・アントレプレナーシッ
プセンター（仮称）の設
置

・全学共通教養科目「アントレプレナーシップ
Ⅰ・Ⅱ」の開講

・アントレプレナーシッ
プ関連授業科目の拡
充

・学部改組に向けた体
制整備の実施

・学部改組の実施（1学
科3専攻制、3年次進級
時専攻選択）

・授業評価アンケート
実施、分析

・外部評価受審

・第4期の取組検証及
び第5期に向けた方向
性策定

・改組後の学部教育課
程の充実化

【2025年度（4年目終了時）の主な達成水準】
・レイトスペシャライゼーション型教育課程改革の
実現

自治体・企業等の連携
参画による教育プログ
ラムの改善の実施

・オンライン授業及び遠隔授業による全学共通教養科目を開講（年間10科目以上）

・他大学等とのオンラインによる単位互換科目
を新規に開講

・授業評価アンケート等
の分析による課題への
対応

・第4期の取組検証及
び第5期に向けた方向
性策定

【2025年度（4年目終了時）の主な達成水準】
・オンライン授業・遠隔授業による全学共通教養
科目を年間10科目以上開講
・他大学等とのオンライン単位互換科目の拡充

【2025年度（4年目終了時）の主な達成水準】
・DS研究科への企業派遣学生数…56名以上（期
間終了時80名以上）

・統計エキスパート（統計教員）の養成研修 【2025年度（4年目終了時）の主な達成水準】
・統計エキスパート（修士人材）…4年目終了時80
名、期間終了時160名）

・DS研究科における高度なデータサイエンス人材養成の推進（企業派遣学生数：年間14名以上）
・大学院生が参加する共同研究、学術指導の推進（年間2件以上）

・統計エキスパート（修士人材）の養成
（年間40名）

・統計エキスパート（修士人材）の養成
（年間40名以上）

・学部、専攻科、教職
大学院におけるダイ
バーシティ教育に関す
る専門科目群の構築

・ダイバーシティ教育
に関する専門科目群
の開始
・音楽教育支援セン
ターの活用プログラム
の実施

・附属学校でのダイ
バーシティ教育に関
わる新しい実習プログ
ラムの実施

・ダイバーシティ教育に
関する外部評価の実施
・在学生・卒業予定者・
卒業生アンケートの実
施

【2025年度（4年目終了時）の主な達成水準】
・ダイバーシティ教育に関する専門科目群の構築
及び履修学生を毎年20名以上養成

・SDGs、STEAM教育な
どの問題発見・課題解
決的で教科を横断した
学びの開発

・SDGs、STEAM教育
などの問題発見・課題
解決的で教科を横断
した学びの実施

・SDGs、STEAM教育
などの問題発見・課題
解決的で教科を横断
した学びの改善

・SDGs、STEAM教育な
どの問題発見・課題解
決的で教科を横断した
学びの充実

【2025年度（4年目終了時）の主な達成水準】
・環境などSDGsに関する学びやSTEAM教育など
の問題発見・課題解決的で教科を横断した学び
を取り入れた科目数…10件
・附属学校との連携による教育の現代的課題に
対応したモデル教材等の学外への発信数…5件、
連携の成果を活用した授業科目数…7件

・Society5.0時代の教
員養成課程構想案作
成に向けた地域の教
育機関からの意見聴
取、構想案骨子作成
・3課程担当教員の増
加方策策定

・構想案作成
・構想案の事前評価実
施

・構想案の外部評価実
施
・3課程担当教員数を3
名増加

・構想策定の完了
・外部評価を踏まえた
構想案の改善

【2025年度（4年目終了時）の主な達成水準】
・Society5.0時代の教員養成課程の構想案策定
・学部・教職大学院・博士課程３課程全てを担当
する教員の割合を25%（最終年度30％）

・社会人向けオンラインリカレント教育講座の拡充
・リカレント教育に関する情報発信の強化

・社会人向けプログラム
受講者数を年間200名

【主な達成水準（2025年度（4年目終了時）】
・社会人向けプログラムの受講者数…年間200名

・統計エキスパート（統計教員）の養成研修
・統計エキスパート（修士人材）の養成
（年間40名）

・統計エキスパート（修士人材）の養成
（年間40名以上）

【2025年度（4年目終了時）の主な達成水準】
・統計エキスパート…統計教員4名（期間終了時6
名）、修士人材80名（期間終了時160名）

・経済学研究科１年制
社会人コースの導入

・履修証明プログラムの
自己点検評価

・現職教員の研修のた
めのシーズ集作成

・現職教員の研修のた
めのシーズ集更新 【主な達成水準（2025年度（4年目終了時）】

・大学院課程における社会人修了生…年間33名
以上

・授業評価アンケート、
外部評価の実施検討

・他大学等とのオンラインによる単位互換科目を
新規開講を検討

・附属学校と連携した
教材・授業の開発

・附属学校と連携した
教材・授業の実践

・附属学校と連携した
教材・授業の改善

・附属学校と連携した
教材・授業の充実

・現職教員の研修充実
に向けた情報収集

・履修証明プログラムの
導入

・履修証明プログラムの
実施

・修了生・受講生アン
ケートの実施



年度
中期目標・中期計画

2022
（R4）

2023
（R5）

2024
（R6）

2027
（R9）

2025
（R7）

2026
（R8）

（18）学生参加型の留
学支援体制の構築及
び学生の海外体験の機
会増加

（19）協定大学・国際教
育NPO等との交換留学
や連携教育プログラム
の拡充等を通じた留学
生受入れ拡大

（20）啓発プログラム等
をの実施を通じた学生
の国際感覚の醸成

（21）データサイエンス
領域における国内最高
水準の研究拠点形成に
向けた基盤研究及び融
合研究の推進

（22）社会のパラダイム
転換等にする様々な理
論的・実証的研究の実
施、及び本学の基礎研
究の基盤を築くための
必要な資源の確保

（23）クロスアポイントメ
ントや特別招聘教員等
の人事制度の活用、給
与制度の改善を通じた
研究者の多様性確保

（24）若手研究者のキャ
リアパスの多様化・流動
性の確保及び女性研
究者等の多様性の確保

（25）適格な外部人材の
登用、外部の知見の活
用によるガバナンス体
制の強化

（26）外部のステークホ
ルダーが参加する自己
点検・評価報告会での
業務実績報告等の適
切な実施

（27）キャンパスマスター
プランの見直し及び多
様な利用者や環境に配
慮した施設整備の推進

（28）施設の機能向上と
長寿命化の推進

（29）社会と連携した教
育研究の取組の強化を
通じた寄附金等の外部
資金収入の増加

（30）効率的な資金運
用のため、リスク管理の
もとでの適切な運用及
び多様化

（31）中長期的視点に
立った自律的な戦略に
基づき、資源の効果的
な活用による機能強化
の促進

【14】自己点検・
評価結果を用い
た法人経営の実
現及びステーク
ホルダーからの
理解・支持の獲
得

（32）自己点検・評価の
結果に基づくステーク
ホルダーとの対話の実
施及び教育研究活動
等の情報の積極的な発
信

（33）デジタルキャンパ
スの推進に向けた全学
DX推進計画の策定等

（34）デジタルキャンパ
ス化を支えうる大学全
体の情報セキュリティ水
準の維持・向上

【11】学長のリー
ダーシップのもと
での強靭なガバ
ナンス体制の構
築

【12】大学の機能
を発揮するため
の施設設備の最
大限活用、及び
全学的なマネジ
メントによる機能
強化

【15】AI・RPA等の
活用によるデジタ
ルキャンパスの推
進

【13】財源の多元
化による安定的
な財務基盤の確
立及び学内の資
源配分の最適化

（
教
育

）

業
務

【8】学生の海外
派遣の拡大や優
秀な留学生の獲
得等を通じた国
際感覚を持った
人材の養成

研
究

【9】学術研究の
卓越性と多様性
の強化、及び継
承・発展すべき
学問分野に必要
な資源の確保

【10】研究者の多
様性を高め、知
の集積拠点とし
て持続的な新た
な価値を創出

・国際交流アソシエイト
の構築
・留学支援教育プログ
ラムの検討
・留学派遣プログラム
の調査研究

・国際交流アソシエイトの運営
・留学支援教育プログラムの実施
・留学派遣プログラムの実施

・交換留学、連携教育
プログラムの検討
・留学生受入れプログラ
ムの検討

・交換留学、連携教育プログラムの実施
・留学生受入れプログラムの実施

・グローバルセミナーの実施（毎年45名程度以上）

【主な達成水準（2025年度（4年目終了時）】
・海外派遣学生数…年間49名以上（期間終了時
第3期平均比20％増）
・グローバル化の企画や行事への参加学生数
…4年間計180名（期間終了時270名）

【主な達成水準（2025年度（4年目終了時）】
・協定校等との連携による留学生受入れ…年間
30名（最終年度50名以上）
・協定校等連携機関数…38機関以上

【主な達成水準（2025年度（4年目終了時）】
・グローバル化の企画や行事への参加学生数
…4年間計180名（期間終了時270名）

【主な達成水準（2025年度（4年目終了時）】
・データサイエンス関連分野の科研費等外部資
金の獲得額…年間80件270百万円以上
・データサイエンス関連分野の研究論文や学会
発表等による成果発表数…年間150件以上

【主な達成水準（2025年度（4年目終了時）】
・未来社会研究助成制度（仮称）の新設等を含め
た助成制度の再編（2023予定）
・研究助成制度への資金配分…年間24,000千円

・国内最高水準の研究拠点形成に向けた研究活動の推進（科学研究費助成事業、企業等との共
同研究・受託研究・受託事業等）

・未来社会研究に係る
研究助成制度導入に
向けた要望調査
・調査の結果を踏まえ
た現行助成制度の再
編

・未来社会研究助成を含む新たな研究助成制
度の実施

・未来社会研究助成を
含む新たな研究助成制
度に係る効果等の検証
及び研究助成制度の
見直し

・全学的な人事政策の
基本方針の検討

・全学的な人事政策の
基本方針の策定 ・全学的な人事政策の

基本方針に基づく
様々な人事制度の活
用、給与制度の改善

・研究者の多様性確保
のための政策を実施

・全学的な人事政策の
基本方針に基づく様々
な人事制度の活用、給
与制度の改善を通じ、
研究者の多様性確保
のための政策を実施

・研究者の多様性確保
のための政策を検証

【主な達成水準（2025年度（4年目終了時）】
・クロスアポイントメント適用教員…1名以上
・特別招聘教員…6名以上

【主な達成水準（2025年度（4年目終了時）】
・若手研究者比率…16％以上
・女性研究者比率…25％以上

・若手、女性研究者対象の研究助成を実施
・若手、女性研究者対
象の研究助成制度整
備のための要望調査

・若手研究者を民間企
業から受け入れる仕組
みや任期付き助教制
度を整備

・若手研究者を民間企業から受け入れる仕組
みや任期付き助教制度を実施

・若手研究者を民間企
業から受け入れる仕組
みや任期付き助教制
度を検証

・自己点検・評価報告
会の改革に向けた試行
実施

・新開催方法による自
己点検・評価報告会の
実施

・自己点検・評価報告会、学生との意見交換の
在り方の必要に応じた見直し

【主な達成水準（2025年度（4年目終了時）】
・経営協議会外部委員の選考方法・基準の明確
化
・自己点検・評価報告会の改革（参加者の多様化、
意見聴取の強化）
・学生との意見交換の制度化

・自己点検・評価報告
会における業務実績報
告の試行 ・外部評価の検討（教育、経済）

・外部評価（教育、経
済）の実施

・外部評価等の適切な活用

【主な達成水準（2025年度（4年目終了時）】
・自己点検・評価報告会における業務実績報告
の適切な実施
・全学部における外部評価の適切な活用

【主な達成水準（2025年度（4年目終了時）】
・キャンパスマスタープランの着実な実施

【主な達成水準（2025年度（4年目終了時）】
・調査に基づく老朽化対策工事の適切な実施

・多様な利用者や環境に配慮した施設整備の実施
・キャンパスマスタープランの見直しに向けた施設整備状況の確認の実施

・キャンパスマスタープランの改訂
・多様な利用者や環境に配慮した施設整備の
実施

・施設老朽化等調査の実施
・調査結果に基づく老朽化施設の改修、設備更新等の実施

【主な達成水準（2025年度（4年目終了時）】
・寄附金収入…3.5億円（期間終了時5億円）

【主な達成水準（2025年度（4年目終了時）】
・成果や実績に連動させた予算配分方針の策定

【主な達成水準（2025年度（4年目終了時）】
・運用手法の多様化及び中長期間での資金運用
の導入

・新たな寄附増加方策
の検討
・陵水100周年記念基
金の寄附活動を陵水
会とともに展開

・新たな寄附増加方策の検討・実施
・陵水100周年記念基金の寄附活動を陵水会と
ともに展開

・寄附金等収入の暫定
目標値（3.5億円）達成

・運用手法等についての情報収集
・資金運用の実施
・次年度運用計画の策定

・中長期的視点に立っ
た自律的戦略の策定

・経営に必要な情報の把握分析、予算配分へ
の反映を検討

・成果や実績に連動さ
せた予算配分を試行実
施

・成果や実績に連動さ
せた予算配分を実施

【主な達成水準（2025年度（4年目終了時）】
・自己点検・評価報告会の改革（参加者の多様化、
意見聴取の強化）
・統合報告書等によるステークホルダーへの情報
発信の適切な実施

【主な達成水準（2025年度（4年目終了時）】
・サイバーセキュリティ対策等基本計画の適時適
切な見直し及び同計画の着実な実施

【主な達成水準（2025年度（4年目終了時）】
・全学ＤＸ推進計画の策定
・マイナンバーカードが利用可能なシステム、オン
ライン申請可能な事務手続数を令和3年度比増

・情報発信強化に向け
た統合報告書の検討

・統合報告書のリ
ニューアル

・全学ＤＸ推進計画の策定に向けた検討
・全学ＤＸ推進計画に
基づき、引き続きマイナ
ンバーカードの活用等
による関係者の利便性
向上を支援

・全学ＤＸ推進計画を
策定

・サイバーセキュリティ
対策基本計画（令和4
年度から6年度の3年
間）を策定

・サイバーセキュリティ対策基本計画工程表記
載の対策を実施
・進捗状況の確認

・サイバーセキュリティ
対策基本計画（令和7
年度から9年度の3年
間）を策定

・サイバーセキュリティ対策基本計画工程表記
載の対策を実施

・クロスアポイントメントや特別招聘教員等様々
な人事制度や給与制度の情報の収集及び検
討

・若手研究者を民間企業から受け入れる仕組み
や任期付き助教制度の情報収集及び検討

・学生との意見交換の制度化

・DS外部アドバイザリーボード

・自己点検・評価報告会における業務実績報告の実施

・自律的戦略に基づいた資源配分実施のための予算枠を確保

・成果や実績に連動させた予算配分を実施
・自律的戦略に基づいた資源配分実施のため
の予算枠を確保

・自己点検・評価報告
会の改革に向けた試
行実施

・新開催方法による自
己点検・評価報告会の
実施

・自己点検・評価報告会の在り方の必要に応じ
た見直し

・情報発信強化に向けた統合報告書の検討・
実施

・マイナンバーカードの活用等による関係者の利便性向上を支援

・経営協議会外部委員
選出規程の他大学等
調査

・経営協議会外部委員
選出規程の作成・改正




